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視点位置による歪みの変化

(LCD を用いた場合 )
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・画素密度の向上

・立体映像への応用

補正前 補正後

　- 大きな存在感

　- 映像の歪み

・映像の歪みは視点に依存

背景 提案手法

今後の課題

・複雑な形状への対応
　- 計測視点数の増加

　- 推定精度の向上

・補正手順
　(1) 光線情報の計測

　(2) 光線経路の推定

　(3) p⊥、g0、Mg0 の推定

gi：光線のベクトル

g0：光線が収束する点

Mg0：画素と光線の関係

pi：画素位置

p⊥：レンズから垂直に出る

　　光線に対応する画素

p⊥

lens

pi

・映像＋透明弾性体


